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トヨタ・モビリティ基金、北海道、富山県南砺市で 

PCR検査車両の無償貸与を通じた実証実験を開始 

 

新型コロナウイルスの蔓延が続く中、感染拡大防止と社会経済活動の両立に向けた取り組みが

益々重要になっています。一般財団法人トヨタ・モビリティ基金（Toyota Mobility Foundation。以下

「TMF」）は、北海道庁、富山県南砺市役所をパートナーに、PCR 検査車両を各一台、一年間無償

貸与し、実際の医療現場での利用を通じて、車両や機器の改善を目指す実証実験を 10 月より開

始しました。 

 

北海道では、クラスター感染が疑われる事態が発生した場合、多くの被験者を PCR 検査センタ

ーへ長距離移送することで二次感染を発生させる懸念があることから、車両が患者の居る地域へ

移動するケースを想定し、9月 18日に北海道庁へ車両を引き渡ししました。 

 

また、南砺市では、地域に密着した医療や地域包括ケアを行う南砺市民病院が、コロナ感染予

防対策のため、慢性疾患で通院する高齢者への電話診療での投薬、発熱外来用コンテナの設置

など新たな試みを行っており、その一環で、PCR 検査車両の活用を予定しています。10 月 26 日

に車両引き渡し式を行い、南砺市・田中幹夫市長は、「PCR 検査車両を活用して迅速に検査が可

能になることにより市民の不安を軽減したい。車両を活用した感染症対策のモデルづくりにも貢献し

ていきたい」と語りました。 

 

双方の事業において、車両のメンテナンスを担当するトヨタレンタリース札幌と富山トヨペットと共

に、車両や機器の使い勝手や改善点に関する現地現物での確認や医療機関からのフィードバック

を活用して、医療現場にて役立つモビリティの提供に繋げていきます。 

 

 

＜PCR検査車両の機能＞ 

感染の防止 
 医療従事者が隔壁越しに検体を採取 

 車内の気圧を車外より高く保つことでウイルスの吸入を防止 

検体の移送  検体を一定の温度に保つ冷蔵容器を装備 

 



 

 
             PCR検査車両を南砺市・南砺市民病院へ引き渡し 

（右から、南砺市民病院・清水院長、南砺市・田中市長、TMF・青山事務局長、 

         富山トヨペット・品川社長） 

 

 

トヨタ自動車は創業以来、お客様、ビジネスパートナー、従業員、そして地域社会等、全てのステ

ークホルダーを尊重しながら、自動車を通じた豊かな社会づくりを目指して事業活動を行なってい

ます。そして、より公益的な活動を行うことを目的に、2014年 8月、一般財団法人 トヨタ・モビリ

ティ基金（TMF）を設立しました。 

TMFは、誰もが自由に移動できるモビリティ社会の実現に向け、幅広いプロジェクトを通じて世界

中の移動課題の解決に取り組んでいます。 

今後も、トヨタグループが事業活動を通じて培った技術やノウハウを活用し、多様なパートナーと

の協働を通して、国連が定める SDGs（持続可能な開発目標）の考え方にも沿った活動を進めなが

ら、人々が心豊かに暮らせる社会の実現に向けて貢献していきたいと考えています。 

 

今回の取り組みに関連する SDGsの目標： 

 

 

 

問い合わせ先）一般財団法人 トヨタ・モビリティ基金  

TEL： 080-9351-3984 

（受付時間：8:45～17:45 土・日祝日除く） 

E-mail ： info@toyota-mf.org 


